
品川区景観計画における「武蔵小山駅周辺地区」重点地区指定について 

（パブリックコメントの実施） 

１ 概 要 

 武蔵小山駅周辺には、駅前広場から延びる総延長８００ｍのアーケードが特徴的なパルム商店

街があり、商店街の独自ルールが運用される中で発展してきた。現在、駅周辺では再開発が始ま

っており、地区計画やまちづくりビジョンなどの策定を通して、新たなまちづくりが進められて

いる。 

このような中で、アーケードを中心とした賑わいのある街並みと駅前の新しい街区を調和させ

た地区独自の基準を定め、よりきめ細やかな景観の形成を誘導する。 

景観形成の目標 

２ 地区の区分と特徴 

 重点地区として、Ａ地区（パルム商店街地区）とＢ地区（武蔵小山駅前地区）を指定する。 

パルム商店街がＡ地区とＢ地区にまたがることから、商店街沿いの良好な景観形成を図るため、

パルム商店街に面する部分はＡ地区とＢ地区で同様の景観ルールとする。

３ 景観形成基準（案）のイメージ 

 重点地区に指定し、地区独自の景観形成基準を定めることにより実現するパルム商店街沿いの

街並みのイメージは以下のとおりである。 

４ 今後の予定 

・説明会の実施 

【第１回】 平成２９年９月１日（金） １９：３０～２１：００ 荏原第一地域センター 

【第２回】 平成２９年９月２日（土）  ９：３０～１１：００ 荏原第一地域センター 

・パブリックコメントの実施 

期  間：平成２９年９月１２日（火)～平成２９年１０月１１日（水) 

実施方法：広報しながわ９月１１日号掲載および同日区ホームページにより周知 

意見、住所、氏名、電話番号を都市計画課へ郵送、ＦＡＸまたは持参もしくは 

区ホームページの応募フォーム 

閲覧場所：都市計画課、区政資料コーナー、地域センター、文化センター、図書館、区ホ 

ームページ 

・都市計画審議会への意見聴取 平成２９年１２月２６日（火） 

・景観審議会への意見聴取   平成３０年１月下旬 

・区議会への報告       平成３０年２月下旬 

・重点地区指定        平成３０年４月 

・重点地区運用開始      平成３０年６月 

建 設 委 員 会 資 料 

平成２９年８月２１日 

都市環境部都市計画課 

※Ａ地区は区道Ｉ‐163 号線（パルム
商店街）に面する敷地であり、図
の表示は模式的なもの

賑わいがあり歩いて楽しく、生き生きとした活力の感じられる街並みの形成 


















